
人材育成・活用システム設計部会 

（表中敬称略） 

会議名 人材育成・活用システム設計部会（令和２年度第１回） 

日 時 令和３年３月１２日（金）10:30-12:00 

場 所 メルパルク京都研修室５及びオンライン 

出席者（6名） 

カテゴリ 所属（学校等・部門・部署） 役職 氏名 

関連企業

（部会長）

近畿建設協会 理事・技師長 黒谷努

連携企業 一般社団法人建設コンサルタ

ンツ協会近畿支部

参与（建コン協近畿） 田底 成智

代表校

（副部会長）

舞鶴工業高等専門学校 教授・社会基盤メンテナンス教

育センター長

玉田 和也

代表校 舞鶴工業高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナンス

教育センター副センター長

毛利 聡

代表校 舞鶴工業高等専門学校 特命准教授 嶋田 知子

代表校 舞鶴工業高等専門学校 事務補佐 掛 園恵

オンライン出席（10名） 

地域連携機関 京都府北部社会基盤メンテナ

ンス推進協議会

副会長（京都府中丹広域振興局

建設部長）

八田 直哉

連携校 福島工業高等専門学校 准教授 江本 久雄

連携校 長岡工業高等専門学校 教授 井林 康

連携校 福井工業高等専門学校 教授 辻野 和彦

連携校 香川高等専門学校 准教授・社会基盤メンテナンス

教育センター長

林 和彦

連携校 福島工業高等専門学校 特命助教 浅野 貴元

連携校 長岡工業高等専門学校 助教 白井 一義

連携校 長岡工業高等専門学校 特命助教 丸山 聡

連携校 福井工業高等専門学校 特命助教 宮川 清剛

連携校 香川高等専門学校 助教・社会基盤メンテナンス教

育センター副センター長

入江 正樹

議事次第 

１．趣旨説明   舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

２．部会長の選出 

・人材育成・活用システム設計部会メンバー表 …… 資料1 



３．新組織（公益法人等）設立の目的と役割について 

・新組織（公益法人等）設立の目的と役割について …… 資料2 

４．まとめ 

５．その他（今後の予定，事務連絡等） 

・令和３年３月１１日（木）10:00～11:30 ＠オンライン

リカレント教育プログラム開発部会（令和２年度第２回） 

・令和３年３月１１日（木）13:30～15:00 ＠オンライン

実務家教員育成研修プログラム開発部会（令和２年度第２回） 

・令和３年３月１２日（金）13:30～15:30 ＠対面・オンライン併用

ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議（令和２年度第３回） 

・令和３年３月１８日（木）14:30～17:00 ＠対面・オンライン併用予定

外部評価：社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会（令和２年度第５回） 

・令和３年３月２０日（土・祝）10:00～17:00 ＠オンライン

 大学改革を担う実務家教員フェア２０２１（第２回） 

・令和３年３月２３日（火）13:30～16:30 ＠舞鶴高専

京都府北部社会基盤メンテナンス推進協議会（令和２年度第１回） 

・令和３年５月頃予定

ＲＥＩＭ産学連携コンソーシアム合同会議及び各部会＠対面・オンライン 

以上 

写真1 黒谷部会長挨拶    写真2 玉田副部会長挨拶

写真3 意見交換の様子    写真4 会場風景 



人材育成・活用システム設計部会（令和２年度第１回） 

議 事 録 

日時：令和３年３月１２日（金）10:30～12:00 

場所：メルパルク京都研修室５及びオンライン 

１．趣旨説明   舞鶴工業高等専門学校 建設システム工学科 教授 玉田 和也 

２．部会長の選出 

 玉田委員が部会長に黒谷委員を推薦し，全会一致で承認。黒谷部会長が副部会長に玉田委員

を指名。

 部会長 黒谷 努 委員（一般社団法人近畿建設協会）

 副部会長 玉田 和也 委員（舞鶴工業高等専門学校）

３．新組織（公益法人等）設立の目的と役割について 

意見・提案 

 新組織の財源は受講料と，賛同する企業・団体からの寄付その他外部資金を想定し，そこか

ら運営費を引いて各高専に分配することが考えられる。

 公益法人化は敷居が高いが，一般（社団・財団）法人やNPO法人ならば可能性はある。

 全国組織とした場合，地方自治体や地域の企業はメリットを求めにくいため直接の支援をし

にくい。建コン協や橋梁調査会，建設業協会などの全国組織と連携する形になるか。

 全国の高専のインフラを使って，小さい自治体や地域の教育を進めるのを取りまとめる組織

のイメージ。実務家教員によるリカレント教育，技術継承という旗印で，高専機構と連携す

る。

 財源（事業）としては，自治体等の受託事業，ｉＭｅｃのようなことをやりたい大学のサポ

ート，eラーニングコンテンツの販売やCPDと絡めた事業などの提案等が考えられる。

４．まとめ 

 黒谷部会長より取りまとめを行い，議論の内容を合同部会で報告する。

５．その他（今後の予定，事務連絡等） 

以上 
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